
成果 課題

10月 ２月 評価 評価 評価

B
今後継続するかは
検討、重点として
は廃止

廃止

B
今後は、参加人数
をさらに増やす取
組を強化

継続

D
〇第一学年のみ176名
〇2名が全国大会へ出品 B C C

全学年での取組に
強化 継続

B

R５年度　D・E層の割合
〇1年男子50％女子
15.8％
〇2年男子27.9％女子
9.2％
〇3年男子20％女子
21.7％
〇全校　22.9％

B
体力調査の分析を
行い、特に弱点克
服に焦点化

継続

A A
フィットネスエリアは
設置済み。トレーナー
も雇用済み。

B
活用率の向上に向
けた取組を強化 継続

未 B
ローテーション授
業を強化し、多様
性を重視

継続

未 B
取組は継続するが、重点

としては廃止 廃止

A B
場所を変更して実
施 継続

B
取組を変更して更
なる強化 廃止

A
取組を変更し、強
化 廃止

A 更に充実させる 継続

B 取組をさらに強化 継続

B
継続するが重点と
しては廃止 廃止

A A
実技教科で、年間を通し
て1回は実施 B B

日常的に実施し、
取組を強化 継続

A
〇約60ページの
事例集完成

B B
指導事例を増やす
ことを目的に継続 継続

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
教
育
の
推
進

〇副籍交流、交流及び
　共同学習の実施充実

①交流及び共同学習の実施
交流及び共同学習の実
施と年間指導計画の作
成・実施

〇副籍交流、共同学習は、積極的に
取り組みたい。
〇UDの考え方を生徒とも共有するこ
とが必要である。教職員のみの取組
にならないようにしたい。
〇副籍交流及び交流学習はとてもた
いしたものです。今後共、工夫を重
ねていただきたいと思います。

次年度の年間計画も含め、目標は果
たせた。一方で、実技教科以外での
交流は課題である。

〇発表はとてもよかった。来年
度も継続して実践してくださ
い。
〇UDの考え方を広く保護者、地
域にも啓発する必要がある。
〇生徒の声も拾いたい。

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

①交流及び共同学習を支えるユニ
バーサルデザインを取り入れた教
室環境と授業の工夫・改善

ユニバーサルデザイン
を取り入れた授業改善
指導事例集の作成

事例集の作成とともに、江戸川区研
究の発表を行った。本人や保護者へ
の取組の周知については、今後の大
きな課題である。

〇エンカレッジルーム
の活用促進 【再掲】「子どもたちの健全育成　〇不登校対策の実施・充実　〇教育相談の強化」と同様

B

〇重大案件0件は評価できる。小さな
いじめの芽を見つける取組、未然防
止の取組を十分にしたい。
〇フィールドワークを学校単位で行
うのはすごいし、13名参加も意欲が
みられる。

概ね実施しているが、今後はより効
果的な方法について検討していく。

B

〇「でん」の設置は一部生徒にとっ
てありがたいと思います。
〇しのたけルーム・SCルーム・ほっ
とルーム等、充実している。
〇担任の姿が見えない。不登校生徒
に対する担任の接し方。

要配慮生徒リストを作成し、支援の
焦点化が図れた。

②ほっとルーム（別室登校）によ
る支援の実施

ほっとルームは概ね良好であるが、
活用率は課題である。

③オンラインによる授業参加の受
け入れ

オンライン授業は全クラスで実施。
ハイブリッドでの授業が始まった。

②「いじめ」を題材にした道徳授
業の実施

概ね実施.必要に応じて、道徳地区公
開講座などで実施していく。

③職員研修の実施
教員が求める研修アンケートを実施
し、研修会を実施していく。

①子どもの権利条約に基づいた
「きまり」の見直し

B

〇hyper-QUの活用は大切だが、数
値にとらわれることなく、生徒が満
足できる学びづくりに取り組んでほ
しい

防寒着、再登校の扱いなど見直しを行った。ま
た、生徒会本部が中心となり、見直しの意義に

ついて考える機会を作っている。

実施方法について、各学年で確認し
ているが、今後、実施を含め検討。

A

①ＳＣ・ＳＳＷによる関係機関へ
のつなぎ

不登校のうち、外部専
門機関につながってい
ない生徒０人

B A

・リストの作成
〇ほっとルーム設置完
了
〇OL授業定着
〇不登校固定級開設

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

〇自他の生命を大切
にした取り組みの充
実

①「考え、議論する道徳」の充実

・いじめに関わる授業
を年間３回実施
・いじめ重大事案0件

B

〇浅草のフィールド
　ワークの実施
〇江戸川児相の
　施設見学の実施
〇重大事案０件。但
　し、いじめはあり

〇hypaer-QUの活用
学級生活不満足度群要
支援群が全体の5％以
下

B A
校則は冬服の着方等
一部見直し
標準服在り方検討②交換連絡ノートによる個々の生

徒の理解

〇不登校対策の
　実施・充実
〇教育相談の強化

②フィットネスエリア設置の検討 フィットネスエリア設置
〇フィットネスエリアはとてもユ
ニークな取組。今後に期待。
〇ここまで本格的はすごい。

設置を行ったが、休み時間に一部生
徒、及びサッカー部が使用するなど
の事例ができてきた。しかし、稼働
率については、課題が残っている。

体
力
向
上

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実
施・充実

①保健体育科の授業における補助
運動の充実

体力調査にて、D・E層の
割合が、男⇒30％女⇒
20％以下
全校で20％以下に変更

参考：令和4年度　全体

31.3％（東京都は29.4％） A

〇補教運動の充実・・・特に劣って
いる体力を取り入れて（準備運動
に）一連の流れを作る。
〇運動部に入っていない生徒でも無
理なく体力が向上する工夫が必要。

〇国学力調査（都比較）
　国語2ポイント高い
　数学1ポイント高い
　英語１ポイント低い
〇サプリ講座は、定期考
査時に各教科2回実施
〇放課後補習,年間151回
実施。57人が参加。

B

〇学力は安定して高いが、外国語
（英語）への取組が課題。全校を挙
げての取組を行いたい。
〇放課後補習の回数は十分。参加者
数の拡大をしたい。
〇生徒の生活リズムを変えないと、
これ以上高くするのは難しいかもし
れない。
〇１年生でしっかり力をつける。

考査前に学習サプリを行った。今後
は学習サプリの在り方なども含めて
検討していく。

放課後補習を継続的に行い、２学期
に希望に応じて追加募集を行い参加
させた。

〇今年から取り組んだので今後に期
待します。
〇読書の時間も大切にしたい。

各学年の読書科活動の精査を行い、
全学年が体系的取り組んでいけるよ
うに検討していく。

数値目標の達成はできなかったが、
全体としての数値を上げることが出
来た。今後は、再度、体力テストの
意義や方法を生徒に徹底する。ま
た、本校の弱い項目について、今ま
で以上に強化し、取り組んでいく。 B

B学
力
向
上

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

①学習サプリ講座（教師による質
問教室）の実施 国学力調査

平均正答率
東京都の平均以上
参考：令和4年度
　数学２ポイント高い
　英語1ポイント低い
（※英は令和元年度）

B B
②放課後補習の実施（数学・英
語）

〇読書を通じた探究的
な学習の実施・充実

①読書科指導指針に基づいた「読
書科」の実施

調べる学習コンクールに
３００人以上が出品
参考：令和4年度　0人

重点
取組項目
評価の視点

具体的な取組

数値目標達成度 「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）
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学校教育目標
・よく学び、深く考える生徒　　　・思いやりと規範意識のある生徒
・すすんで体を鍛える生徒　　　　・社会に貢献する生徒

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・生徒が通いたい、保護者が通わせたい、教員が働きたい学校
・主体的に考え、行動できる生徒
・生徒のやる気に火を付けられる教師

前年度までの本校
の現状

学力は、一定程度の成果が出ている。教師が生徒と接する時間を設け、生徒理解
に基づいた指導が一定程度できている。各分掌におけるマニュアル等が整備され
ており組織的対応がなされている。地域行事については、コロナにより中止に
なっているが、例年生徒の参加は積極的である。

読書科指導方針に準拠した読書科の指導へ改善する。人権意識の滋養については今後も継続して取り組みを強化す
る。働き方改革も含め、ICTを活用した業務の効率化を図る。通常の学級と特別支援学級について交流及び共同学
習を図る。学校財産については、整理・整頓を図る。

「年度末」
学校関係者評価（A～D）

次年度に向けて

数値目標
（赤字が変更事項）

達成度 10月現状・追加取組
（赤字が追加取組）

校長所見
継続・
廃止コメント コメント コメント

〇補習がサロン化するのは仕方がな
いが、テスト問題の漏洩が疑われる
のであれば、廃止もやむを得ない。
〇どうしたら楽しく勉強ができるか
の工夫をしてみては良いのではない
か。楽しく学べる篠中。
〇英語科やC層などポイントを絞っ
て放課後補習を行うなどの工夫をし
たい。

〇一年生が頑張っているので、今後
に期待。

〇フィールドワークは先生方のキャ
リアに生きる。

〇いじめは全学校生活の中で指導。

〇道徳公開講座はこれからPR！

〇道徳でいじめは減らせる。
〇公開講座ついては工夫が必要。
〇「考え、議論する」姿を保護者、
地域に広くアピールしたい。

〇担任にとってかなりの負担と
なる。他の方法を模索して欲し
い。

〇今後も丁寧に、SSW等の活用
をしてほしい。

B

B

B

〇体力調査は生徒が本気を出すかが
ポイントです。モチベーションを上
げて下さい。
〇篠中独自の運動を取り入れてみて
は。毎日出来る運動
〇コロナ禍後の体力回復については
一定の成果が見られた。フィットネ
スエリアの活用を一般の生徒にまで
拡大したい。



10月 ２月 評価 評価 評価

B A

〇部活動指導員１名
〇外部指導員５名増員
〇NPOと共同し、R６
　４つ新規部活開設予定

A A
次年度に向けて、
文化部を中心に部
活動を増設

継続

C C
〇「ペットボトルキャッ
プ集め」などの全校での
取組を実施

B B
ボランティアセン
ターと連携し、強
化

継続

D D 〇10月現在投稿なし B C B
本年度できなかっ
た部分を強化 継続

B B
〇大学教授を招聘
〇コミュニティSCの
　開設準備スタート

B B B

公開での学校運営
協議会を開催する
などして、取組を
強化

継続

C

〇オンライン授業を日
常]的に実施
〇定期考査の仕方等、
　採点ソフト導入
〇働き方推進プラン完成

B B

情報教育部を立ち
上げ、業務効率、
授業力、情報発信
について向上させ
る

継続

B 適宜実施している C B
取組は継続するが、重点
としては廃止 廃止

A A

〇誰でもトイレ、来賓ト
イレのウォシュレット設
置、全教室のUD化、教育
相談室・木工準備室の整
理、ほっとルームの設
置、PC室・PC準備室の
整理

A B B
デッドスペースの
有効活用のために
取組を強化

継続

B A
家庭科と連携した生徒
が考えた給食の提供を
計画

B A A
新たな食育として
の取組を強化 継続

〇事務、用務、栄養士、養護な
どの一人職のやる気をうまく引
き出してください。
〇学校環境の整備は順調に進ん
でいる。生徒の声も拾いたい。

〇コミュニティスクールについ
ては保護者、地域対象の説明会
で実施していく。

特
色
あ
る
教
育
の
展
開

〇あらゆる手段を講じ
ての働き方改革の推進

①ＩＣＴを活用した業務の効率化 月６０時間以内を年間
６カ月以上の教員が７
割以下

D B

〇給食指導等を活用し
ての食育の充実

①ＳＤＧs給食の実施 年間を通して実施
〇SDGｓの食育はユニーク。今後も
継続したい。

SDGs給食の他、3学期に実施した
生徒の考えた給食の提供は貴重な取
組である。今後も更なる取組を提案
していきたい。

〇教職員の考え方の変革に取り
組みたい。
〇学校、地域、行政が連携し、
是非改善を進めていただきた
い。

採点ソフトの一部導入、Formsによ
るアンケートの実施で集計作業の軽
減が行われた。一方で、長時間労働
には、課題が残る。数値目標も含
め、見直しを図るべきである。

②学校経営支援部の活性化
働き方改革推進計画について、4月
以降その進捗を丁寧に図る。

〇効率的な事務の運用
①学校が管理すべき財産の整理・
整頓

整理・整頓すべき財産
の見直し

〇使いやすい学校生活環境の整備は
とても評価できる。
〇全部が改善されれば、いい設備に
なる。準備室をきれいにするのはい
い発想である。
〇学校事務も含めて貴重な財産管理
運営に今後共心がけてほしい。

随分と整理されてきてはいるが、印
刷室やプール下倉庫など、整理すれ
ば有効活用できるスペースは、まだ
ある。今後、整理の仕方を含めて、
計画的に実施していきたい。

〇必要な時間は使うべき。なん
でも働き方改革にしてはダメ。
〇働き方改革推進計画について
は骨子は完成したので、教職面
への徹底が次なる課題になる。

地
域
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
の
実
現

「篠中チャンネル」は開設していな
い。合唱コンを生徒が自宅で鑑賞で
きるようにした。今後、行事などを
公開できるようにする。ＨＰの公開
については、今後検討する。

〇教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

①学校関係者の助言者の活用
有識者枠の設定
コミュニティスクール
の設置準備が追加

〇コミュニティスクールとは何かの
共有が第一である。保護者の理解は
十分であろうか。

学校関係者評価の実施や学校評議員
会などでご意見をいただきつつ、改
善・充実していく。コミュニティ
SCについては、今後の大きな課題
である。

現在、NPOと連携を図りながら、指
導者の確保に努めている。さらに
は、次年度、NPOや地域人材にお手
伝いいただき、新部活動を開設する
予定である。

②1人1ボランティア運動の推奨
ボランティアに参加し
た生徒が50％以上

〇ボランテイィア活動の参加者をも
う少し増やしたい。すべての生徒が
何らかのボランティアを経験できる
とよい。

ペットボトルキャップ集めなど、ボ
ランティア活動は充実しているが、
その活動がボランティアであるとい
う認識が薄い。小さな活動を今後も
継続していく。

①ＩＣＴの多様な活用の研究
「（仮称）篠中チャン
ネル」の作成配信

〇ICTを利用した外部発信は広報と
セットで行ってほしい。

〇地域とともに子ども
を育てる取組の充実

①地域と連携した多様な部活動の
研究

令和６年度に向けて、
複数種目を増設予定

B

〇外部指導員を活用するなどして、
生徒の選択肢を多く維持し、沈退し
ないようにしてほしい。

〇学校（園）ホーム
ページの充実等
〇学校（園）公開の実
施・充実

校長所見（案）
継続・
廃止コメント コメント コメント
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重点
取組項目
評価の視点

具体的な取組

数値目標達成度 「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「年度末」
学校関係者評価（A～D）

次年度に向けて

数値目標
（赤字が変更事項）

達成度 10月現状・追加取組
（赤字が追加取組）

〇早急に成果は出ないと思いま
す。年を重ねて生徒の意識の中
に浸透させてください。
〇ＮＰＯ法人との連携による部
活動の地域移行については順調
に進んでいる。

〇学校に対する関心が地域では
薄いのが現状では？保護者を参
加できる事ができないか。
〇篠中チャンネルの開設に期
待。


